
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2025/12/24(水)18:30 のミサ時 天主公園 
 被爆 80 年・大聖年にアメリカの信徒たちから贈られた「希望の聖カテリの鐘」は、長崎の業者により浦上天

主堂の北側の鐘楼に納められ、8 月 9 日の 11:02 に初めて鳴らされました。しかし、南側の鐘楼にある「長崎

の鐘」と響き合うには弱々しい音でした。 

 今月上旬、この鐘を製作したアメリカのマック・シェーン社のジェームス・アン

ドルーエ氏が来日し、本来の鐘の音を取り戻すために修復を実施し、「聖カテ

リの鐘」は高らかに鳴り響くようになりました。 

80 年前、天主堂の瓦礫の中から拾い出された鐘は、クリスマスイブに平和

を祝福して鳴らされたと永井隆の「長崎の鐘」にあります。また戦前は、大祝日

に双塔の鐘が鳴らされ、神秘的に響き合っていたといいます。 

80 数年を経て今、命を吹き込まれた「聖カテリの鐘」が、「長崎の鐘」と共に

クリスマスイブに響き合います。「赦しと和解」の象徴として。 
 

修復された聖カテリの鐘   インターネット LIVE 中継 アジェンダ NOVA ながさき 

 

クリスマスイブに

祝・聖カテリの鐘 修復

Listen to the Bells of Urakami Twin Towers on Christmas Eve 

●主催● NPO 法人アジェンダ NOVA ながさき 
 

https://www.feature.jp/agenda/  090-7923-7435（林田） 

 


